
味田 佳子 氏   （京都府地球温暖化防止活動推進員､NPO 法人エコネット丹後事務局長）

京 都 環 学 術境 文 化 フ ォ ー ラ ム

国立京都国際会館  Room D
                                           （京都市左京区宝ヶ池）

基調講演

エイモリー･Ｂ･ロビンス 氏（ロッキーマウンテン研究所理事長）
　「エネルギー社会の近未来～新しい火の創造～」（仮題）

14:00 ～ 15:00

パネルディスカッション

松下 和夫 氏（京都大学大学院地球環境学堂教授）

エイモリー･Ｂ･ロビンス 氏（ロッキーマウンテン研究所理事長）
ベルンハード・ドイチュ 氏   （オーストリアブルゲンランド州ギュッシング郡ストレム市市長）

倉阪 秀史 氏   （千葉大学大学院人文社会科学研究科教授）
【コーディネーター】

【パネリスト】

15:15 ～ 17:30

２月１６日(土)    14:00～ 17:30
定   員

100名
入場無料 日英同時

通訳あり

平成
25年

スペシャルセッション

エネルギーと地球環境の未来
グローバルコモンズを目指して

オーストリアギュッシング地域における｢木質バイオマス活用によるエネルギー

自給率１００％の地域づくり｣､京都府における｢食と農の好循環プロジェクト｣

の事例紹介の後､化石燃料から分散型自然エネルギーへの転換､先進技術による

エネルギー利用の効率化などに焦点を当てながら､地域の自然や文化を基軸と

した安心安全で持続可能な地域を実現していく新たなエネルギー社会のあり方を

参加者の皆様とともに考えていきます。

京都環境文化学術フォーラム

後　援  ：外務省､文部科学省､経済産業省､環境省､京都商工会議所､(公財)大学コンソーシアム京都､

主　催
（京都府､京都市､京都大学､京都府立大学､人間文化研究機構 総合地球環境学研究所､人間文化研究機構 国際日本文化研究センター）

参加申込みに関する
問い合わせ

､京都新聞社､日本経済新聞社京都支社

ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂／京都環境文化学術フォーラム
参加受付事務局　( 株 ) インターグループ内
TEL  06-6372-3051　FAX  06-6376-2362　E-mail  earth-kyoto2012@intergroup.co.jp
〒531-0072  大阪市北区豊崎 3-20-1  インターグループビル

京都放送局京都放送局



FAX : 06-6376-2362

ＦＡＸお申込み用紙
京都環境文化学術フォーラム
THE EARTH FORUM KYOTO

ふりがな

お名前

ご

Ｅ-ｍａｉｌ

ＴＥＬ

ＦＡＸ住所

〒

交通のご案内

スペシャルセッション

nformationI

参加申込み方法

参加申込に関するお問い合せ （月〜金曜日 10：00〜18：00）

KYOTO地球環境の殿堂/京都環境文化学術フォーラム 参加受付事務局 （株）インターグループ内

TEL：06−6372−3051 FAX：06−6376−2362 E-mail :earth-kyoto@intergroup.co.jp

〒531−0072 大阪市北区豊崎3−20−1 インターグループビル

参加ご希望の方は､郵便番号､住所､氏名､電話･FAX番号､
E-mailをご記入の上､下記の方法でお申し込みください。

■はがき
はがきに必要事項をご記入の上､
ポストに投函してください。

■ＦＡＸ
上記のＦＡＸお申込用紙に必要事項をご記入の上、
ＦＡＸ：０６－６３７６－２３６２  まで送信してください。

■インターネット
http://www.earth-kyoto.jpのページ右上の
｢参加申込みする｣をクリックし､必要事項を記入の上､
送信してください。

※お申し込みいただきました個人情報は本表彰式／
　フォーラムに限って使用させていただきます。

※後日、参加証をお送りいたします。

※定員になり次第、受付を終了させていただきます。

２月１３日 ( 水 )
締切

先着順

地下鉄烏丸線｢国際会館駅｣下車、
地下鉄出入口４-２を出て徒歩５分。

● 公共の交通機関を
　 ご利用ください。

国立京都国際会館
京都市左京区宝ヶ池
ＴＥＬ  :  ０７５－７０５－１２３４

国立京都国際会館
国際会館駅

烏丸御池駅

烏丸駅

四条駅
河原町駅

地下鉄烏丸線

地下鉄東西線

阪急電鉄至梅田

至太秦天神川

至トロッコ嵐山

JR山陰本線

至大阪

至山科

至大津

JR東海道線
京都駅

京都環境文化学術フォーラム　国際シンポジウム

ＫＹＯＴＯ 地球環境の殿堂表彰式

京都の知恵と文化を世界に

２月１７日
国立京都国際会館　メインホール

KYOTO地球環境の殿堂

殿堂入り記念講演 シンポジウム

エイモリー･Ｂ･ロビンス 氏 中村 佳子 氏（JT生命誌研究館館長）
【コーディネーター】

【パネリスト】

ヴァンダナ･シヴァ 氏（環境哲学者､物理学者）
パルビス･クーハフカン 氏（前国際連合食糧農業機関(FAO)土地･水資源部長）
村田 吉弘 氏（NPO法人日本料理アカデミー理事長､｢菊乃井｣本店主人）

（ロッキーマウンテン研究所理事長）

（環境哲学者･物理学者）
ヴァンダナ･シヴァ 氏

13:00～17:00平成25年 (日)

グローバルコモンズを目指して



【テーマ】

ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂 表彰式
　　＆ 京都環境文化学術フォーラム
ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂 表彰式
　　＆ 京都環境文化学術フォーラム

国立京都国際会館 メインホール
                                           （京都市左京区宝ヶ池）
国立京都国際会館 メインホール国立京都国際会館 メインホール
                                           （京都市左京区宝ヶ池）

２月１７日(日)    13:00～ 17:00
定   員

1,000名
入場無料 日英同時

通訳あり

ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂 表彰式　13:00 ～ 14:15

京都環境文化学術フォーラム　国際シンポジウム　 14:30 ～ 17:00

　「京都議定書」誕生の地である京都の名のもと、世界で地球環境の保全に多大な貢献を

した方の功績を称えるものです。

　その功績を気候変動枠組条約第３回締約国会議 (ＣＯＰ３)) が開催された国立京都国際会

館に展示し、京都から世界に向けて広く発信することにより、地球環境問題の解決に向

けたあらゆる国、地域、人々の意志の共有と取組に資することを目的としています。

「ＫＹＯＴＯ 地球環境の殿堂」とは

第４回　殿堂入り者

「ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂」運営協議会 （京都府、京都市、京都商工会議所、環境省、人間文化研究機構 総合地球環境学研究所、(公財)国立京都国際会館）主　催

殿堂入り記念講演 シンポジウム

中村 桂子 氏 （JT 生命誌研究館館長）コーディネーター

エイモリー･Ｂ･ロビンス 氏
　｢新しいエネルギー社会への道」（仮題）

ヴァンダナ･シヴァ  氏
　「大地の民主主義  ～アースデモクラシー～」（仮題）

京都の知恵と文化を世界に　　　グローバルコモンズを目指して

京都環境文化学術フォーラム （京都府、京都市、京都大学、京都府立大学、人間文化研究機構 総合地球環境学研究所、人間文化研究機構 国際日本文化研究センター）

後 援（予定）：外務省､文部科学省､経済産業省､環境省､京都商工会議所､(公財)大学コンソーシアム京都､　　　　　　　　　 ､京都新聞社､日本経済新聞社京都支社

主　催

参加申込みに関する
問い合わせ

ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂／京都環境文化学術フォーラム
参加受付事務局　( 株 ) インターグループ内
TEL  06-6372-3051　FAX  06-6376-2362　E-mail  earth-kyoto@intergroup.co.jp
〒531-0072  大阪市北区豊崎 3-20-1  インターグループビル

平成
25年

　社会の急速な近代化の中で、水俣
病をテーマに、一貫して自然と共生
する人間のあり方を問い続ける文学
作品を発表し、環境と共生する思想
の普及に貢献。

　経済社会のグローバル化の陰で失いつつある自然への畏怖の念、地域の自然や文化を大切に
する生き方を､食と農のグローバリゼーションを事例にしながら皆さんと一緒に考えます。

石 牟 礼  道 子 氏
いし　      む　　 れ 　　    みち           こ

（1927 年生　日本）小説家・詩人

　環境や農業・食料問題に関する近
代の西洋中心的な考え方に警鐘を鳴
らし、伝統的スタイルに根ざした価
値観や社会構成の重要性など、環境
と共生する思想の普及に貢献。

ヴァンダナ・シヴァ 氏
（1952 年生　インド）環境哲学者・物理学者

　エネルギー利用の効率化や化石資源
から再生可能エネルギーへの転換に関
する学術研究で地球環境問題の解決に
貢献。研究成果を基にした先進的な戦
略「ソフトエネルギー・パス」を提唱。

エイモリー・Ｂ・ロビンス 氏
（1947年生　アメリカ）　ロッキーマウンテン研究所  理事長

ヴァンダナ･シヴァ  氏 （環境哲学者、物理学者）

パルビス･クーハフカン  氏 （前国際連合食糧農業機関 (FA0) 土地･水資源部長）

村田 吉弘 氏 （NPO法人日本料理アカデミー理事長､｢菊乃井｣本店主人）

パネリスト

　私たちは、世界全体で温室効果ガスを削減すること
を約束した「京都議定書」の意義と精神を未来に引き

継いでいきます。

オープニング
アトラクション

「DO  YOU  KYOTO？」ネットワーク
　　大谷祥子（箏曲家）
　　笹岡隆甫（華道｢未生流笹岡｣家元）
　　曽和尚靖（能楽囃子幸流小鼓方）
　　橋本忠樹（観世流能楽師）

京都の伝統文化の継承者による
舞台パフォーマンス
　  ｢石橋 (しゃっきょう)」

【出　演】　

京都放送局京都放送局



FAX : 06-6376-2362

ＦＡＸお申込み用紙
KYOTO地球環境の殿堂
表彰式

京都環境文化学術フォーラム
国際シンポジウム

THE EARTH HALL
OF FAME KYOTO THE  EARTH  FORUM  KYOTO

ふりがな

お名前

ご

Ｅ-ｍａｉｌ

ＴＥＬ ＦＡＸ

住所

〒

｢             地球環境の殿堂」表彰式

平成25年2月17日（日） 13:00～14:15

14:30～17:00

 

国立京都国際会館 メインホール

□ 申し込む （定員 1000名）

国際シンポジウム

平成25年2月17日（日）

 

国立京都国際会館 メインホール

□ 申し込む （定員 1000名）

京都環境文化学術フォーラム

交通のご案内参加申込み方法

参加ご希望の方は､郵便番号､住所､氏名､電話･FAX番号､
E-mailをご記入の上､下記の方法でお申し込みください。

■はがき
はがきに必要事項をご記入の上､
ポストに投函してください。

■ＦＡＸ
上記のＦＡＸお申込用紙に必要事項をご記入の上、
ＦＡＸ：０６－６３７６－２３６２  まで送信してください。
■インターネット
http://www.earth-kyoto.jpのページ右上の
｢参加申込みする｣をクリックし､必要事項を記入の上､
送信してください。

※お申し込みいただきました個人情報は本表彰式／
　フォーラムに限って使用させていただきます。

※後日、参加証をお送りいたします。

※定員になり次第、受付を終了させていただきます。

２月１３日 ( 水 )
締切

先着順

地下鉄烏丸線｢国際会館駅｣下車、
地下鉄出入口４-２を出て徒歩５分。

● 公共の交通機関を
　 ご利用ください。

国立京都国際会館
京都市左京区宝ヶ池
ＴＥＬ  :  ０７５－７０５－１２３４

国立京都国際会館
国際会館駅

烏丸御池駅

烏丸駅

四条駅
河原町駅

地下鉄烏丸線

地下鉄東西線

阪急電鉄至梅田

至太秦天神川

至トロッコ嵐山

JR山陰本線

至大阪

至山科

至大津

JR東海道線
京都駅

ＫＹＯＴＯ

ＫＹＯＴＯ             地球環境の殿堂／京都環境文化学術フォーラム　参加受付事務局　(株)インターグループ内
TEL：06-6372-3051　FAX：06-6376-2362　E-mail：earth-kyoto＠intergroup．co．jp
〒531-0072　大阪市北区豊崎3-20-1　インターグループビル

参加申込みに関するお問い合わせ　（月～金曜日　10:00～18:00）
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